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○司会：今回のシンポジウムは、実行委員会と、長い間、
全国の軽トラ市の研究を続けています、戸田敏行セン
ター長を中心とする愛知大学三遠南信地域連携研究セ
ンターとの共催にて、「軽トラ市とまちづくり」をテー
マに開催させていただきます。本日は、愛知大学の学
生の皆さまも大勢お手伝いにきていただいています。
ありがとうございます。それでは、戸田先生よろしく
お願いします。

○戸田：ご紹介をいただききました、愛知大学の戸田
と申します。軽トラ市の魅力に取りつかれて、10 年近

く研究をさせていただいています。今日は「第８回全
国軽トラ市 inはままつ」シンポジウムで皆さま方のお話
を伺うことができることを、大変楽しみにしています。
　それでは、軽トラ市の状況を少し振り返って、それ
から、ご登壇の皆さま方のご紹介をしたいと思いま
す。今日のテーマは「軽トラ市とまちづくり」（図表１）
です。軽トラ市をずっとやっている皆さま方にとって
は当たり前のことかもしれませんが、よりいろいろな
面から軽トラ市とまちづくりを考えてみようというこ
とでこのテーマが選ばれました。
　図表２は全国の軽トラ市です。これは、直近 2023

図表１　第８回全国軽トラ市 in はままつ 図表２　全国軽トラ市の分布　定義

第 8 回全国軽トラ市 in はままつ

パネリスト：河合正志氏（軽トラはままつ出世市　実行委員長）
山下貢史氏（みんなで軽トラ市いわた☆駅前楽市実行委員会　代表幹事）
落合　悟氏（かけがわけっトラ市実行委員会　会長）
森　一洋氏（しんしろ軽トラ市のんほいルロット　スタッフリーダー）
中野祐介氏（浜松市長）
草地博昭氏（磐田市長）
久保田　崇氏（掛川市長）
下江洋行氏（新城市長）
鈴木俊宏氏（一般社団法人日本自動車工業会　軽自動車委員会委員長　

スズキ株式会社　代表取締役社長）
武田裕介氏（一般社団法人日本自動車工業会　軽自動車委員会委員

ダイハツ工業株式会社　営業 CS 本部長）
コーディネーター：戸田敏行氏（愛知大学三遠南信地域連携研究センター　センター長）

日時：2023年12月2日（土）　　場所：ホテルクラウンパレス浜松
主催：第8回全国軽トラ市inはままつ実行員会、愛知大学三遠南信地域連携研究センター

シンポジウム

「軽トラ市とまちづくり」



75愛知大学三遠南信地域連携研究センター紀要 第 10 号

年の状況を自工会でお調べになったものですけれど
も、大体 130 の軽トラ市があるということです。多分
もっとあるのではないかと思いますが、一般に 100 ～
200 といわれています。そう考えると、雫石の皆さん
が正面にいますが、第１回の 2005 年から随分日本中
に広がったと思います。コロナでまだ戻っていないと
ころもありますので、それを入れるとこの数はもっと
多いだろうと思います。
　右側に軽トラ市の私的定義を３つ書いています。１
つは、軽トラックに代表される軽自動車を店舗に見立
てているということで、大原則です。もう１つは、定
期的に開催されているということです。川南は「定期
朝市」というのが名称の頭に付いていますが、定期的
に開催されている、これがやはり力だと思います。３
点目、これがあるいは最も重要なことだと思いますが、
地域の方々が運営しているというところです。これが
まちをつくっているということの力だと思います。
　今日は第８回になりますが、図表３に全国軽トラ市
の歴史を示しています。第１回は雫石でお考えになっ
て、軽トラ市、相互のノウハウ、知恵を交流していく
ということが狙いです。第１回では軽トラ市サミット
といわれていたと思いますが、それがずっと続いてま
いりました。図表３には思い出の写真を貼らせていた
だきました。前回は真ん中あたりに映っていますが、
長野県の長野市篠ノ井でした。先ほどの会議では、全
国大会以降上り調子だということを伺い、非常に良い
ことだと思いました。
　そして、その右の写真が、全国軽トラ市ではありま
せんが、ジャパンモビリティショー 2023 です。何と
なく思い出のような感じがしますが１ヶ月前です。旧
東京モーターショーで、東京ビッグサイトに集まって
の軽トラ市です。軽トラ市というのが日本の中でだん
だん普通の言葉になっているというふうにも思いま
す。こういう前提を踏まえたうえでの本日の第８回全

国大会のシンポジウムということです。
　図表４は今日ご登壇いただく方々のお名前です。簡
単にご紹介したいと思います。まず最初に軽トラ市の
運営団体の皆さんです。最初に浜松です。軽トラはま
まつ出世市実行委員長の河合正志さんです。続いて、
同じ静岡県磐田市、みんなで軽トラ市いわた☆駅前楽
市実行委員会代表幹事の山下貢史さんです。それか
ら、掛川市、かけがわけっトラ市実行委員会会長の落
合悟さんです。そして、愛知県新城市、しんしろ軽ト
ラ市のんほいルロットスタッフリーダーの森一洋さん
です。
　それから、軽トラ市開催市の市長さんです。まず、
浜松市長の中野祐介さんです。続いて、磐田市長の草
地博昭さんは、健康上の理由で今日は急きょ欠席と
なってしまいました。メッセージが届いていますので、
後で私が読みたいと思います。続いて、掛川市長の久
保田崇さんです。続きまして、新城市長の下江洋行さ
んです。
　そして、日本自動車工業会軽自動車委員会委員長、
スズキ株式会社代表取締役社長の鈴木俊宏さんです。
そして、同じく軽自動車委員会委員、ダイハツ工業株
式会社営業 CS 本部長の武田裕介さんです。
　以上、人数が多く、お一人お一人の発言の時間が短
くなっていますが、多面的に軽トラ市のお話をいただ
ければありがたいと思います。
　図表５は今日のお話をいただく順番です。３つ挙げ
ています。まず最初に、三遠南信軽トラ市の紹介です。
図表４の右側に地図がありますが、愛知県の東三河、
静岡県の遠州、そして、長野県の南信州という県境を
越えたエリア、このエリアを三遠南信と言います。こ
こでの軽トラ市ということで、三遠南信地域は地域づ
くりを県を越えてやろうとしていますが、その中で軽
トラ市のつながりを考えていこうということです。次
にまちづくりから軽トラ市を捉える、３つ目は軽トラ図表３　全国軽トラ市の経緯

図表４　登壇者紹介
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市によるまちづくりの将来の展望ということです。
　最初に本日の宣言を出すのがいいかということです
が、時間が限られていますから、最初に宣言をあげて、
ここへ至るディスカッションというふうに期待をして
います。宣言は、「軽トラ市を全国まちづくりのスタ
ンダードに」です。軽トラ市が全国のまちづくりのス
タンダードになっていくんだということで、大変素晴
らしいと思います。
　それでは早速ご発言をいただきたいと思います。最
初に三遠南信軽トラ市の紹介ということで、浜松市の
はままつ出世市について河合さんからお願いします。

１．三遠南信軽トラ市の紹介
○河合：それでは最初に、「軽トラはままつ出世
市」の概要を説明したいと思います（図表７）。
　まず、場所ですが、JR浜松駅からすぐ近くのメイ
ンストリートであります、鍛冶町通り・モール街とい
う場所です。こちらは通常だと車が通行しています
が、軽トラ市では車両を通行止めにしまして、歩行者
天国にて開催をしています。
　時期は毎年11月の第4日曜日です。今回につきまし
ては、全国ということで、明日ということになってい

ます。来場者ですが、コロナ前だと約3万人ぐらい来
ていると、そのような集客状況です。通常だと軽トラ
が60台、それから、歩行者天国でステージイベントを
したり、商店街と連携して抽選会をしています。
　地元では有名な法多山の厄除団子。通常だと法多山
という近くの寺院にありますが、このお団子も非常に
人気になって特別販売をしています。
　スタートのきっかけですが、先ほどの、軽トラ市で
まちづくり団体連絡協議会（通称：軽団連、以下「軽
団連」と表記）で話を聞いていると、それぞれの地区
でやはりきっかけや目的が少し違う部分があると思い
ます。浜松の場合は商工会議所とJAとぴあさん、こ
ちらが進める農商工連携が足掛かりとなりました。そ
れから、開催の平成27年は家康公の没後400年という
ことで、浜松で過ごした家康の愛した地元の食材の魅
力を再考する場ということで、まちなか活性化の事業
として開催をしたのがきっかけです。
　開催の意義としましては、商店街が連携して中心市
街地の魅力の情報発信を行って、少しでもまた来てい
ただける、そういった動機付けを図るということで
す。それから、今回もそうですが、自治体と商店街、
それから周辺の農家さん、これらの地域ぐるみで行う
イベントとしての意味があります。それから、まちな

図表５　シンポジウムの流れ 図表７　軽トラはままつ出世市　開催概要

図表８　軽トラはままつ出世市　スタートのきっかけ図表６　静岡県浜松市　軽トラはままつ出世市
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かということでは、非日常の中で中心市街地ならでは
のにぎわいをつくっていくといったような意味合いが
あります。また、6次産業化の促進や先ほど申し上げ
ましたような農商工連携、こちらで地場産業の活性化
を行うといったような意義があります。
　現状と課題です。年1回のイベントになっています
が、おおむね季節の風物詩になっています。午前中に
買い物のお客さまが集中して売り切れが出る、そのよ
うな軽トラさんもあります。
　逆に、課題としましては、商品数が午後になると
減ってしまい、来場者がそこにとどまっていないとい
う部分があります。属性としましては、高齢者が多く
ファミリー層や若者が少ないということです。その辺
が課題ということで、明日は若者を狙って、場所は通
行止めのところから歩いて1～2分のところですが、
キャンプグッズの販売や若者受けするキッチンカー、
こちらの充実を図っています。これらが今回実施して
いる内容です。浜松は以上です。

○戸田：ありがとうございました。大規模な軽トラ市
ですね。3 万人を集められるという軽トラ市で、さま
ざまな工夫もされているということをお話ししていた
だきました。では続きまして、磐田軽トラ市の山下さ
んお願いします。

○山下：皆さん、改めまして、先日 J1 に昇格しまし
た、ジュビロ磐田のお膝元の磐田から来ています、「み
んなで軽トラ市いわた☆駅前楽市」の山下と申します。
よろしくお願いします。
　われわれ磐田の軽トラ市は、東日本大震災の直後、
2011 年 3 月から開催をしました。年 4 回開催してい
まして、来週 12 月 10 日日曜日の開催で 52 回を迎え
ることができます。
　特徴は、毎回 100 台ほどの出店者さんが参加され、
毎回約 1 万人近くの来場者さんが駆け付けてください
ます。たった 3 時間余りに、出店者さん全体で約数
百万ほどの売り上げを上げているのが特徴です。また、
商店街のお店もこの日ばかりは普段より売り上げが上
がっています。
　始めた狙いは、ここにいる全国の軽トラ市の主催者
様と同じで、このまちを何とかしたいという熱い思い
や、自分が商売をさせてもらっているまちに興味を
持ってもらいたい、人通りを多くしたい、にぎやかに
したいという思いからです。簡単に、また単純に思っ
て始めたことが 12 年経過しました。正直ここまで続
くとは思っていませんでした。
　開催当初から、90 台を割らない出店者さんが応募

図表 11　静岡県磐田市　みんなで軽トラ市いわた☆駅前楽市

図表 12　みんなで軽トラ市いわた☆駅前楽市
商店街活性化イベント“いわた☆駅前楽市”のご紹介

図表９　軽トラはままつ出世市　開催意義

図表 10　軽トラはままつ出世市　現状と課題
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してくださり、直近の 9 月開催まで、ずっと来場者数
も出店者さんの売り上げも安定しています。また、立
ち上げ時から商工会議所の皆さん、市役所、地元の静
岡産業大学の学生、地元の小中高生、地域の各種団体、
自治会、出店者さん、来場者さん皆に支えられ、あり
がたく思っています。
　直近の取り組みにつきましては、開催から 12 年、
さまざまな取り組みをした中で、近年ではデジタル化
を意識した取り組みも行っています。1 つ目は、紙媒
体の良さを残しつつも、LINE 等を活用し、告知、出
店者の紹介、当日の出店者の配置図等を配信していま
す。現在、LINE の登録者数は 3,200 人ほどです。明
日も会場で LINE 登録ができますので、皆さんぜひお

越しください。2 つ目として、Twitter、今の X も活
用し、当日のリアルタイムの抽選会等を発信していま
す。3 つ目は、軽トラ市のサイトを開設したり、お取
り置きサービス等の実証実験なども行いました。今後
は Instagram も開設したいと思っています。
　また、市内各地で行われている団体との連携も図っ
ています。福田の夜店市や磐田のとよおか軽トラ市、
磐田の御厨軽トラ市、各マルシェの開催など、駅前の
軽トラ市から市内各地へ波及して、今もなお継続して
開催されています。
　しかしながら、運営をしていく中で課題も増えてい
きました。1 つ目は、新しい仲間、商店主や地元の自
治会だったり、交通整理員、ボランティアの確保に、今、

図表 13　みんなでトラ市いわた☆駅前楽市について 図表 16　駅前商店街の移り変わり

図表 14　軽トラ市開催中のジュビロード

図表 15　軽トラ市開催による効果

図表 17　商店街で育った商店主の思い

図表 18　直近の新しい取組について
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奮闘しています。また、運営の簡素化をいろいろ検討
しています。磐田まちなかのジュビロードというとこ
ろでやっているのですが、県道という主要道路である
が故に、交通規制等に係る人員、それに係る人件費の
高騰、出店車両の搬入方法、進入方法等、いろいろ複
雑な問題があり、悩まされています。3 つ目は、12 年
続けてきたわれわれ運営者の形骸化ということです。
他の団体の方も 10 年以上やっていると思いますが、
われわれの中でも少し意識改革をしなければいけない
ということです。本来、われわれは赤いベストなので
すが今日は黄色を着ています。実は今、ベストを新調
して気分一新、軽トラ市に取り組もうと思っています。
次回 3 月ぐらいにはお披露目できると思いますので、
その時にはご来場をお願いします。
　今後に向けて、何よりも、われわれ運営者自身が楽
しんでいるかというところを考えています。そして、
磐田市は、先ほど言いましたサッカー、ラグビー、卓球
などのプロスポーツのまち全国1位となっていますが、
その資源をどのように生かすかが課題であり、引き続
き、いつもにぎわう商店街を目指してこの軽トラ市を
継続していきたいと思っています。以上になります。

○戸田：ありがとうございました。ベストの赤が黄色
になったということは次は青ですね。やはり進んでい

く、順次上がっていくという感じがします。ありがと
うございました。新たな試みで、DX の導入もとても
興味深いと思います。続いて、掛川軽トラ市の落合さ
んお願いします。

○落合：掛川の落合です。よろしくお願いします。掛
川はけっトラ市と言っているのですが、これは方言で
す。軽のワンボックスのことも「ケッパコ」なんて言っ
たりしています。軽トラのことを「けっトラ」と言っ
て、それを市の名前にしています。鈴木修相談役から
は、あくまで軽トラだと前に怒られたことがありまし
たが、これはあくまで掛川での呼び名ですので少しご
容赦いただきたいと思っています。
　資料に基づいてお話します（図表 22）。第 1 回の開
催日時は平成 22 年の 10 月 16 日です。これは、実を
言うと静岡県で一番早い開催です。全国大会は先に開
催されてしまいましたが、磐田さんより 5 カ月ぐらい
早いです。毎月第 3 土曜日、午前 9 時から正午までやっ
ています。今月も 16 日、第 3 土曜日に開催しますが、
135 回目となります。コロナで中断していなければ、
多分 160 回以上の開催になっているのではないかと思
いますが、2 年ほど中断してしまったので、その分回
数が少し減ってしまっています。それでもここまで何
とかやってこられたのも皆さんのおかげだと思ってい

図表 19　軽トラ市の課題について

図表 22　かけがわけっトラ市　開催概要

図表 21　静岡県掛川市　かけがわけっトラ市

図表 20　いつも賑わう商店街を目指して…
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ます。
　場所は、掛川駅の北口からすぐの駅前通り、南北の
通りです。主催は実行委員会形式で、構成員は図表
22 にあるとおり、さまざまな団体で構成しています。
　出店は、当初は 20 台前後でコロナ前は 40 台と書い
てありますが、一番多い時は 50 台を超えた時もあり
ました。今は大体 30 台前後ぐらいです。正直に言っ
て今はエリアも一番広い時の半分ぐらい、最初に実施
した時とほぼ同じエリアでやっています。
　集客数も、コロナ明けの今は大体 1,500 人ぐらい、
それより少ない時もあります。コロナ前は平均 3,000
人はコンスタントに来ていましたので、そう考えると
まだまだ回復をしていないのかなという気はします。
　成り立ちとしては、それこそ、お隣に森さんがい
らっしゃいますが、3 大軽トラ市で一番近くが新城さ
んだったので、新城さんに視察に行って、それで掛川
でもやろうということでやらせていただいています。
当時、私は軽トラ市にあまり関わっていませんでした。
私は今、商店会の会長もやっていますが、私の 2 代前
の会長が熱意を持ってぜひやりたいということで始め
たのがきっかけです。
　その開催方法にしても、初めは警察を納得させてと
書いてあります。掛川市の駅前の通りは歩道が結構広
いので、最初は歩道にトラックを止めてという話をし
ていたのですが、警察がそれは困るということで、車
道に止めて、交通規制をかけてならやってもいいとい
う話にどうもなったようです。それで今もその方法で
やっています。いろいろな事件があって、道路交通法
が変わったりして微妙に交通規制のやり方も変わって
います。事件が起こる度に警察からいろいろ言われる
ことが増えているので、その辺も何とかクリアしなが
ら続けています。
　開催した後の盛り上がりは図表 23 に書いてあると
おりです。一番盛り上がったのは、正直に言ってコロ

ナ前の 2019 年です。第 6 回の全国大会もやらせてい
ただきました。12 月の 8、9 日だったと思いますが、
かなりにぎわって、無事に終えることができました。　
それこそコロナの関係もあってだいぶ中断もしたり、
再開してもなかなかコロナ前のにぎわいまでにはいか
ないですが、何とかいろいろ対応しながら、徐々にコ
ロナ前に近づくように努力をしている段階です。
　課題としても、図表 25 にあるように、10 年以上も
やっていますので出店者の方が高齢化して出店できな
くなったり、いろいろな事情もあって出店数も減って
います。それから 8 月、9 月も開催していますが、こ
このところの猛暑で野菜が採れなくて売り物がないと
いうのもあり、少し厳しい状態になっています。あと
は、マンネリ化を防ぐようなこともしていますので、
だんだん良い方向に向かっているのではないかと思っ
ています。すいません。時間を過ぎましたので、以上
とさせていただきます。

○戸田：ありがとうございました。けっトラ市と言わ
ないといけないですね。私も軽トラ市と言ってしまい
ました。ありがとうございました。コロナはどこも本
当に大変なことだったと思います。また後ほどその議
論になるかもしれません。続きまして、しんしろ軽ト
ラ市の森さんお願いします。

図表 24　かけがわけっトラ市　新型コロナウイルスと現在

図表 25　かけがわけっトラ市　課題

図表 23　かけがわけっトラ市　開催後の盛り上がり
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○森：しんしろ軽トラ市のんほいルロットです。よろ
しくお願いします。私は毎年ここでしゃべらせていた
だきますので、ポイントだけ絞ってスピーディーに進
めていきたいと思います。図表 27 の地図の真ん中に
薄い網掛けで T の字になっているところがあります。
これが新城駅前の中央通り商店街と、再開発でできま
した広い道路です。
　まず、特記すべきところは、この T の字の右の角
のところです。来年の 3 月、何とここにスズキ自販東
海さんの販売店が新築オープンします。今、建築中で
すが、できます。新城は、戸田先生に先日名付けてい
ただきましたが、日本ど真ん中軽トラ市ということ
で、ほぼ日本の真ん中にありますので、ど真ん中軽ト
ラ市のまたど真ん中にスズキ自販さんの大きな販売店
ができるということで、商店街にとっても非常に明る
いニュースで喜んでいます。
　開催回数は先週日曜日で 145 回になりました。出
店台数も今はコロナ前に戻っていまして、70 台です。
来場者数は大体 1 回当たり 2,500 人ぐらいです。前回
は拡大版でしたので 4,000 人近くの来場者がありまし
た。
　図表 28 は毎回の開催概要ですが、皆さん方とほぼ
同じです。ちょうど右の写真の右に白いテントが見え

ますが、この奥あたりにスズキ自販さんの販売店がで
きるということで、いろいろ協力しながら、お祝いも
しつつ、軽トラ市にも非常に良い影響が与えられるの
ではないかということでわくわくしています。
　軽トラ市の前段階では、新城市から要請があった中
心市街地の活性化委員会というものがあり、そこから
生まれたまちづくり会社を経営する中で、最終的に軽
トラ市が生み出されたという経緯となっています。第
1 回は 2011 年の開催で、当時の全てのテレビ局や新
聞社が取材に来られて、第 2 回目は人であふれかえっ
て困ったという経験がありました。
　次に、継続開催することで地域にどういう波及効果
があるかということです。まず、月に 1 回ですが、商
店街に非常に多くの方が行き来します。新城市もご多
分に漏れず毎年 1 軒、2 軒と店を閉じていく仲間がい
る中で、やはり継続されている商店さんには後押しに
なり、次の軽トラ市では何を売ろうかということで、
毎月、次の営業に向けて元気を取り戻すことができる
という効果があります。
　それから、遠方から出店者が来られますので、出店
者の営業の仕方を見て刺激を受けます。あるいは、来
場者も、普段は来ないような、車で 1 時間圏内からも

図表 26　愛知県新城市　しんしろ軽トラ市のんほいルロット

図表 29　新城軽トラ市「のんほいルロット」は
どのようにして生まれたか。

図表 27　しんしろ軽トラ市のんほいルロット：開催概要

図表 28　開催概要
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来られます。各お店に立ち寄ったりすると遠くのお客
さんの感覚ということがお店に伝わりますので、営業
の視点が変わったりします。それから、地域のいろい
ろな団体が、ダンスの発表であったり、演奏であった
り、成果発表であったり、宣伝ができる場所として利
用活用をされています。
　最後です。軽トラ市を運営していく上での課題です。
やはり、ご多分に漏れずスタッフの方が少しずつ減っ
ている中で、これは明るいニュースでもあるのですが、
先ほども申し上げました地元中学生の方が毎回 7 ～ 8
人手伝いに来てくれたり、地元の大学生の方がスタッ
フとして参加してくれています。若い方が参加をして
くれているということで、非常にフレッシュなスタッ
フの陣営になっていますので、スタッフ問題は少し解
消しつつあります。これも、軽トラ市をやっているス
タッフが楽しそうにやっているから皆さんに来ていた
だけるということで、先ほど山下さんがおっしゃられ
たとおり、スタッフも楽しまなくてはいけないと思っ
ています。
　会場内で、今一番の問題は喫煙問題です。禁煙にし
ていいかどうかということを会議で検討しています。
あと、トイレ不足やごみ箱、休憩場所等、十何年たっ
ても課題が尽きないということで、やりがいのあるイ

ベントになっています。以上です。ありがとうござい
ました。

○戸田：ありがとうございました。新城は私どもの調
査フィールドですので、毎回行かせていただいて、軽
トラ市を味わわせていただいています。ど真ん中とい
うのは、川南の市来原さんと話している時に新城は「真
ん中でしょう」ということで、私が「ど」を付けて、
ど真ん中ということです。一つ一つの軽トラ市の特性
が名称に出るのも大変面白いと思います。軽トラ市同
士の緊密度が高いということですね。
　それでは、次に「まちづくりから軽トラ市を捉える」
です。軽トラ市はずっと運営者の方が担ってきたとい
うことですが、より広く、まちづくりの中から軽トラ
市というものを捉えてみようというのが今回の一つの
新たな切り口だと思っています。そこで、各市の市長
さんから、この軽トラ市を市全体の中で、あるいは、
まちづくりの中でどう捉えるかということをお話しい
ただきたいと思っています。順番は、新城市長さん、
掛川市長さん、浜松市長さん、その後、自工会から鈴
木委員長、武田委員にご発言をいただきたいと思いま
す。それでは、新城の下江市長からお願いします。

２．まちづくりから軽トラ市を捉える
○下江：新城の軽トラ市ですが、毎月第 4 日曜日に固
定で開催されていることで、地域に根付いたイベント
となっていまして、中心市街地の活性化や地域振興に
大変大きく貢献していると思っています。既に 14 年
目に入りました。
　軽トラ市の開催場所であります新城市の中心市街地
の街道筋ですが、ここは、江戸期以降、東海道吉田
宿、豊橋から 1 級河川の豊川を北上しまして、信濃路
と美濃路に分岐する、いわゆる要所となった場所でし
た。豊川の舟運と陸路による陸運の結節点であったた
め、大変多くの物産が集まりまして、それを運ぶ荷馬
が行き交い、街が繁盛し、活気に満ちあふれた歴史が
あります。山あいの港に馬が動く様子を海の波のよう
に例えて、山湊馬浪と言います。山の湊、馬の浪で山
湊馬浪です。中心市街地の通りは今や旧道となってい
まして、交通量が多く、沿道サービス業に好立地の国
道 151 号線のバイパス沿いに店舗を移転した商店も大
変多くあることから、お店の数は減少しました。
　しかし、軽トラ市の開催によりまして、徐々に既設
の固定店舗にも変化が見られ始めたと思っています。

図表 30　軽トラ市の継続開催の意義とは？

図表 31　軽トラ市を運営していく上での課題など
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お店によっては、先ほど森スタッフリーダーからもお
話がありましたように、軽トラ市の開催日にふさわし
く、また、お客さんのニーズにかなう新たな商品を開
拓したり、おもてなしの工夫をするお店も出てきまし
た。また、空き店舗の利用者、そして、商店街の後継
者なども現れてきています。軽トラ市での出店者と既
設店舗での販売者の双方によるコラボレーションが、
お互いの相乗効果につながっていると感じてもいま
す。こうした状況から、これまでの軽トラ市の開催と
取り組みの継続が、中心市街地にある店舗の経営者の
希望につながっているのではないかと私は感じていま
す。
　そして、重要な要素の一つでありますが、このイベ
ントによります市民同士の交流の場の創出です。これ
は市外の方も含めてですが、出店者や、また、既設の
商店の方とお客さんとの対面の販売、そこには対話が
生まれます。お互い対話を楽しむことがお店のファン
やリピーターにつながっていると思います。実際に、
来訪者と出店者との会話に滞在時間の 3 分の 1 を費や
しているということも、戸田先生をはじめ、愛知大学
の学生さんによる調査で明らかにしていただいたとこ
ろです。単に商品を求めて来てくださるというだけで
はなくて、お店の人や関係者に会うのを楽しみに来る
イベントになっていると言えます。
　私の想像ですが、人と人、また、人と地域、そして
社会とのつながりを強く感じることができる空間に
なっていることが、毎回多くの人を引き寄せる要因に
なっているような気がしています。こうしたことから
も、まちづくりの視点から、かつてのにぎわいが薄れ
て空洞化現象が見られる中心市街地において、多くの
人でにぎわう笑顔の交流の場が創出されたことは、事
業者や生活者に元気をもたらすことにつながり、地域
の活性化や再生のためにも、軽トラ市は欠かせない事
業だと思っています。
　併せて、軽トラ市には、スズキさん、ダイハツさん
にも大変お力添えをいただいています。来春には、先
ほど森スタッフリーダーが言われましたように、スズ
キ自販東海の新城営業所が、軽トラ市の会場でありま
す商店街の一角に、まさにど真ん中に移転、リニュー
アルオープンする予定でありまして、現在、店舗の建
設工事が進んでいます。新しくできた国道のバイパス
沿いではなくて、あえて旧道沿いに店舗を移転してく
れることは、画期的な出来事だと捉えています。これ
をきっかけに、中心市街地に新たな価値を生み出せる
ような、軽自動車業界との連携とネットワークをさら

に築いていきたいと考えています。この点はまた後ほ
ど少し話したいと思います。以上です。

○戸田：ありがとうございました。下江市長さんから、
中心市街地の魅力創造に軽トラ市は非常に力があり、
住んでいる事業者の希望だというのは、本当にそのと
おりだと感じました。また、スズキさんのディーラー
移転について、これについてはまた後ほど鈴木社長か
らも触れていただけると思いますがよろしくお願いし
ます。続きまして、掛川市長さんお願いします。

○久保田：皆さん、改めましてこんにちは。掛川市長
の久保田崇と申します。本日は、全国けっトラ市サミッ
ト in はままつの開催、誠におめでとうございます。
というふうに、ついつい、けっトラ市と言ってしまう
んですが、これが正しくなくて、本当は軽トラ市が正
しいということを、今日この場で初めて知ったような
次第です。今日はスズキの鈴木俊宏社長もいらっしゃ
います。所々読み間違いがあるかもしれませんが、そ
の点はどうかご容赦をいただきたいと思っています。
　駆け足ですが、掛川市はお茶と掛川城のまちだと
思っています。冒頭、浜松の実行委員長さんから話が
ありましたとおり、明日の「どうする家康」、大坂の
陣に始まりもう残り 3 回ですね。もうそろそろ「どう
する家康」も終わりとなります。浜松さんはもちろん
家康の出世のまち、そして、今お話しになった新城市
さんも長篠の戦い等で有名でありますが、掛川市も、
掛川城が家康と今川氏真の戦いの舞台になりました。
その後はいろいろ変遷を経て山内一豊の治めている時
代もあったということで、そのようなご縁もあります。
今年はそういう意味では、「どうする家康」効果で掛
川城に来る人が増えています。
　ちなみにもう一つ余計なことも言いますと、「どう
する家康」の中で出てくる於愛の方という、秀忠を生
んだ家康の側室がいます。広瀬アリスさんが演じてい
ますけれども、その方も掛川出身で、西郷局や於愛の
方と言われています。
　掛川市的には、JR の掛川駅から掛川城が大体徒歩
圏内で、一応 10 分ぐらいで行くかと思いますが、そ
の間のストリートというか、通りで軽トラ市をやって
います。今日は他県の方もいらっしゃいますので念の
ため申し添えますと、掛川駅は新幹線が止まる駅であ
ります。こだましか止まらないではないかと言われる
かもしれませんが、一応新幹線が止まる駅です。こだ
ましか止まらない駅というのは日本国内に 3 つしかあ



84 愛知大学三遠南信地域連携研究センター紀要 第 10 号

りません。新富士、三河安城、そして掛川駅です。た
だ、新幹線駅から徒歩圏内でお城まで行けるというの
は、実は全国的にもそんなにないことだと思っていま
す。掛川城に来る人はそこそこいますが、そこの間の
商店街への回遊や、もう少し滞在時間を長くしてもら
いたいというのが、まちづくりの課題として行政とし
ても持っています。多分それをかなり埋めてくださっ
ているのがけっトラ市なのかなと思います。本当は毎
日やってくれたらありがたいのですが、今は月に 1 回
ということで、新城市さんには負けますが、今度で
135 回ですかね。そういうふうなことをやっています。
　ですから、そういう意味では市内の常連のお客さん
も多いですし、それからよそから来た方、それこそ掛
川城を見によそから来られた方が、たまたまその日に
けっトラ市をやっていたらラッキーという形で、駅か
ら買い物を楽しんでいるうちにお城に着いてしまうと
いうこともあります。そういったところを私どもとし
てはもっと活用していきたいという視点を強く持って
います。お城のことばかり申し上げて恐縮ですが、来
年は掛川城の天守閣が復元されてから 30 周年です。
復元 30 周年の記念行事や記念パレードなどいろいろ
なことを計画しているわけですが、例えばそういうも
のともコラボしてということで、また考えていきたい
と思っています。以上です。

○戸田：久保田市長さん、ありがとうございました。
まさに掛川はお城と新幹線の間、これが軽トラ市で結
ばれると力があるということだと思います。どうもあ
りがとうございました。続いて、中野浜松市長さんお
願いします。

○中野：浜松市です。浜松の軽トラ市ですが、軽トラ
はままつ出世市は明日で 10 回目です。もうすっかり
この時期の浜松の恒例のイベントになっていまして、
まちなかのにぎわいには欠かせないイベントとなって
いるところです。
　元々、浜松はものづくりのまちとよく言われますの
で、どちらかというと軽トラ本体のほうが有名だとい
うふうに捉えられがちなのですが、実は農業産出額で
言いましても全国 7 位を誇っています。また、170 品
目を超えるような、さまざまな農産物が作られている、
そのようなまちでもあります。こういう新鮮な浜松の
特産の農産品が購入できるということで、この軽トラ
市は市内の皆さん、それから市外の皆さんも含めてま
ちなかへ足を運んでいただく大変良いきっかけになっ

ていると思っています。
　例年、この軽トラ市に併せまして、手作りの雑貨な
どを販売していただくまるたま市や、商店街の臨時
マーケットといった複数のイベントが同時に開催をさ
れているところです。特に今年、明日は JA とぴあ浜
松の農協祭も軽トラ市近くの浜松城公園で大々的に開
催していただけるということもありまして、そういっ
たことの組み合わせで、この軽トラ市を中核にして浜
松のまちなか全体がテーマパークのようになってきて
いる、そういうようなことを感じています。これによ
りまして、まちなかに遊びに来ていただいた方の滞在
時間も伸びていますし、普段行ったことのないお店に
行くとか、さらには消費の拡大、こういったことにも
つながっているのだろうと思っています。
　浜松のまちなかの課題は今まさにいろいろありまし
て、歩く人、通行量の低下もそうですし、空き店舗も
増えていますし、さらに、それに加えてのコロナの影
響ということで活力が非常に低下をしてきていると感
じています。この軽トラ市というのは、やはりまちな
かに出掛けること、そしてまちなかの魅力を再発見す
るということで非常に良いきっかけになっていると
思っています。これからの浜松の抱えるまちなかの課
題解決、これを進めていくのがまさに軽トラ市だと
思っていまして、これからも軽トラ市に期待するとこ
ろは非常に大きく感じているところです。私からは以
上です。

○戸田：ありがとうございました。軽トラ市を核にし
てまち全体がテーマパークのようになるというのはと
ても魅力的なことだと思います。ありがとうございま
した。
　それでは、今日はご欠席ですが、磐田の草地市長か
らコメントをいただいていますので、ポイントのとこ
ろを私がお読みをしたいと思います。
　「磐田の軽トラ市は平成 23 年 3 月からスタートし、
途中、新型コロナウイルスの影響で 8 回の中止を経
験しましたが、12 年以上にわたり、定期的な開催を
継続してきました。40 回を超える軽トラ市を開催し、
既存の商店の方の協力を得ながら、毎回多くの方が来
場され、開催時には大きなにぎわいを生み出し、磐田
市の代表的なイベントとなっています。」
　開催時にさまざまな成果を上げるとともに、周囲へ
の影響も広がってきたということで、いくつか影響を
挙げていただいています。
　「JR ウォーキングイベント『さわやかウォーキング』
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を軽トラ市に併せて開催していただき、電車で磐田市
を訪れた方の誘客につながっています。2 つ目が、磐
田駅前の軽トラ市を参考にして、令和 2 年、新駅開業
した御厨駅前において、地域の方が御厨軽トラ市を
開催されるようになったということです。3 点目、軽
トラ市から中心市街地に可能性を見いだし、地域の
NPO 法人を事務局として、歩道を活用した『ほこみち』
を開催できるか模索しています。」
　「ほこみち」というのは国土交通省の事業です。「歩
行者利便増進道路」ということで、歩道をいろいろな
形で使えるようにしている新しい制度になりますが、
それにトライしているということです。
　「令和 4 年から、ジュビロ磐田のアウェー戦に合わ
せて軽トラ市を開催して、磐田市の特産品やグルメを
対戦相手のサポーターの方に PR し、購入していただ
き、魅力発信につなげています。」ということです。
敵に買わせているというのもなかなかすごいと思いま
した。
　以上のように、磐田市の軽トラ市は新たな試みにも
挑戦しながら、にぎわい創造を続けています。課題も
挙げられています。課題としては、「にぎわいが一過
性のもので、商店街が常ににぎわうという活性化には
まだつながっていないというところです。」というメッ
セージをいただきました。
　それでは、自動車業界、自工会に移りまして、軽自
動車委員会の鈴木委員長、続いてご発言をお願いしま
す。

○鈴木：まず、軽自動車委員長という立場を離れて、今、
新城の営業所の話がありましたのでそれに応えさせて
いただきます。ぜひ、軽トラ市の活動拠点として活用
していただくというのをお願いしたいと思います。ス
タッフ機能もそこでやっていくとか、そういうことで
もいいと思います。デジタル化がどんどん進んでいく
ということで、全国の軽トラ市の開催日は違っていま
すので、例えば、営業拠点に行くと、今日はどこどこ
で軽トラ市をやっているから、それをインターネット
でつないでそこに行くと、あたかも対面販売している
ような感じを味わっていただけて、その地域のものを
買えるというような活用もあるのではないかと思いま
す。そういうようなところで、地域の人と密着した販
売店になるようにやっていきたいと個人的に思ってい
ます。国内営業がどう考えるかはまた別の話ですが、
そのぐらいやらないと意味がないと個人的には思って
います。

　それと、けっトラ市という呼び方、これはどんどん
変えてください。地域に愛される軽トラ市、これが一
番です。だから、標準語を使う必要はないと思ってい
ます。ぜひ、親しみやすい、地域に愛される軽トラ
市、これを表現する呼び方で全然構わないと思ってい
ます。
　本題です。僕が思うのは、まちづくりから軽トラ市
を捉えるというよりも、軽トラ市からまちづくりを捉
えるということが必要なのではないかと思います。先
ほども言いましたように、雫石ではどういう発端で軽
トラ市が始まったかというと、中心街を何とかしなけ
ればいけないというようなことから始まっているわけ
です。浜松をはじめとして、郊外型の大型ショッピン
グセンターができてしまって、中心街に人がいなく
なってしまった、集まらなくなってしまった。それと、
中心街の商店街を形成していた人たちがそこに住まな
くなってしまったと、これは大問題です。
　そういうような中で、軽トラ市を活用してもらいな
がら、こういうことをやったら人は集まると。確かに、
浜松市だと年に 1 回、他の地域でも月に 1 回というこ
とで、それだから集客力があるというふうに思われる
かもしれませんが、空き店舗が埋まり始めたとか、そ
ういうような話もありました。そういうような中で、
どういうふうに活用していったらいいのか、どういう
まちづくりをしたら人が集まるのかというところ、こ
れは、軽トラ市は動く販売拠点ですから、どういうふ
うにレイアウトしたら、本当に人が集まってくれるか、
あるいは、この店とこの店をくっつけたらもっと集ま
るよね、というようなところも出てくると思います。
移動できる軽トラをうまく使いながら、まちを設計し
ていただくというような活用の仕方、まちづくりを活
性化していくというところはあってもいいのではない
かと思います。トライアンドエラーだと思います。だ
けれども、年に 1 回とか月に 1 回やるということで、
大型拠点にも勝るとも劣らない、負けず劣らずの魅力
を打ち出しているわけですから、そういうようなとこ
ろで、まちづくりをどうやっていったら良いかという
ことをやっていくべきだと思います。以上です。あり
がとうございます。

○戸田：ありがとうございました。新城については、
軽トラ市の拠点にしたらいいということで、前に国内
担当の専務が座っておられますが、多分そうなるので
はないかと思いました。名前もどんどん適応して、変
えていけばいいということで、いろいろ出るのかもし
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れませんが、本当に独自のものをつくっていくという
ご提案も併せていただきました。続いて、軽自動車委
員会、武田委員お願いします。

○武田：皆さんこんにちは。武田です。軽自動車業界
を代表して、今、鈴木委員長から力強いお言葉をいた
だいたのですが、ぜひ、軽トラ市からのまちづくりを
私たちも一緒に盛り上げさせていただきたいと思いま
すので、よろしくお願いします。
　せっかくの機会ですから、私たち軽メーカーがどの
ような想いで皆さんと一緒に行きたいかということを
少しお話ししたいと思います。まずは私個人なのです
が、軽トラ市と接する最初のスタートは、実は、スズ
キの鈴木修相談役と、それから、隣にいらっしゃる鈴
木社長とお話しする機会があった時に、お 2 人から面
白いことを言われました。「これからは田舎の時代で
あり、その田舎を活性化するのは、地域に根差すべき
軽業界、私たちの使命なんだ」と言われまして、その
場でそのとおりだと思いました。軽業界を挙げて軽ト
ラ市を応援することを通じて、日本を元気にできたら
という想いでいっぱいです。スズキさんも一緒だと思
います。
　ご存じのとおり、日本の地方は今、大変です。バス
の路線がなくなり、タクシーまで厳しいというところ
で、多くの皆さんが本当に困っていらっしゃいます。
ご承知のことだと思いますが、そのような地域では、
軽自動車は一家に 1 台 2 台どころか 1 人に 1 台になっ
ています。これはもうまさにインフラになっています。
そういう意味では、少し言い過ぎかとも思いますが、
私たち軽自動車業界は、地域を支えることができるよ
うなインフラになりたいという志を、鈴木委員長を含
めて皆が持っています。
　インフラということになりますと、これはモノや人
を運ぶだけではなくて、その先にある生活を支えると
か、豊かになっていただくことのお手伝いができない
といけないですし、まちづくりにも貢献していくべき
だと非常に強く思っています。鈴木委員長に言ってい
ただきましたが、これは業界主導で、自工会を挙げて、
本当に真剣に取り組みたいと思っています。そういう
意味では、今日の話題である商店街の復興や地域の振
興、それを通じた人材育成、もっと言うと、新しい世
界のスタートアップみたいなところもつながっていく
ように思うのですが、そういうことも、私たちも一緒
に進んでいけるのではないかと思っています。
　最後に、実は軽自動車は本当に昔からお客さまの生

活のシーンで育てていただいています。本当にありが
たいと思っています。そうした軽自動車で恩返しをし
て、軽トラ市を応援することでまちづくりにつなげる
ことができたらと、本当に心から思っています。ぜひ
よろしくお願いします。以上です。

○戸田：ありがとうございました。軽自動車は生活を
支えるインフラだということで、軽トラ市はスタート
アップにつながるということです。軽トラ市はここか
らどんどん変わっていくということへの励ましといい
ますか、エールもいただいたというふうにも思います。
　それでは、最終章で取りまとめになっていきます。
先ほど、鈴木社長から、軽トラ市からまちづくりを考
えるのだというお話がありましたが、「軽トラ市によ
るまちづくりの展望」ということで、まとめに入って
いきたいと思います。今度は、軽トラ市の方々にまず
発言をいただいて、そして自動車企業のお 2 人、最後
に市長さんたちという順番でご発言をいただきたいと
思います。時間がやや押していますので、時間厳守で
お願いをしたいと思います。それでは、軽トラ市運営
者の皆さんからご発言をいただきたいと思います。「軽
トラ市によるまちづくりの展望」でありますが、まず、
新城の森さんからお願いします。

３．軽トラ市によるまちづくりの展望
○森：よろしくお願いします。まず、新城ですが、ご
多分に漏れず、人口が今、残念ながら減っています。
市長も一番心を痛めているところだと思いますが、人
口が減り続けて、今、最新ですと、約 4 万 2,000 人ほ
どになりました。軽トラ市が始まったころは 5 万人ぐ
らいいたと思いますが、だいぶ減ってきています。
　ただ、軽トラ市やいろいろな大きなイベント、先日
終了になってしまいましたが、全日本ラリー選手権な
どになりますと、一気に市内の人口を超える人が来る
こともあります。軽トラ市をはじめとするそういうイ
ベントなどでは、やはり、よく言われる交流人口、来
て、ものを販売する、買っていただける、それぞれの
人たちが外から来るということで、住んではいないけ
れども、瞬間的には交流する人口を非常に増やすとい
う効果があります。軽トラ市に関しましては、定期的
に行っている、あるいは、新城の軽トラ市では半分以
上の方が毎月楽しみに来られるということで、これは
半ば、人口が一瞬増えていると同じようなことであり
ますので、まずそういうところから入ったり出たりす
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る人を増やすという効果が非常にあるので、これでま
ちづくりをまた考える視点が少し変わるであろうとい
うことを思います。
　それから、このごろ多いのが、いろいろな県内、県
外のイベントで、軽トラ市に来てほしいという依頼が
非常に多いです。軽トラ市に出店する人たちにまとめ
て来てもらってうちのイベントでミニ軽トラ市を開催
してほしい、パッケージで来てほしいという依頼です。
これは軽トラ市というネームバリューが非常に広がっ
たということで、主催者でも、ただキッチンカーが来
ますというよりも、軽トラ市が来ますというと、魅力
がものすごく増えるそうなので、こういう意味でも、
軽トラ市というのはいろいろな切り取り方ができるイ
ベントです。
　新城でも、いくつかはサテライトとして、もう少し
奥の小さな町、小さな村でも軽トラ市が展開できれば
という考えも持っていますので、切り取り方でいろい
ろなまちづくりの手法に組み込むことができる可能性
が非常にあるのだと思っています。
　もう一つは、やはりデジタル化と切り離せません。
これからは 60 代、70 前後ぐらいの方までもスマホを
自由に扱う時代になっていますので、若い人たちの特
権ではなくて、情報インフラとしてはほぼ 9 割以上の
方に配備されていると考えても間違いではないと思い
ます。特に磐田さんあたりは先陣を切っているそうで
すが、デジタル化というところも必要だと思います。
軽トラ市は本当にどアナログです。人と人との対面と
いう場面ですが、上手にデジタル化も組み込んでいく
ことで、若い方も、出店者、あるいはお客さんとして
来るという可能性が大きくなると思います。そういう
ところを取り入れながら、軽トラ市、名前は変わらず
とも、中身がどんどん進化していくと期待しています。
以上です。

○戸田：ありがとうございました。いくつかのポイン
トを出していただきました。分散型軽トラ市と言った
り、あるいは、出張軽トラ市と言ったり、そういう形
が出ています。私は軽トラ市を可動商店街と言ってい
ますが、さまざまな組み合わせが広がっているという
ことですし、DX も重要なご指摘だったと思います。
続いて、かけがわけっトラ市です。落合さんお願いし
ます。

○落合：掛川でも、先ほどの新城の森さんがおっしゃっ
たように、やはり、イベント事があると駅前もすごく

来訪者が増えたり、その関係で宿泊をされると飲食店
に人が流れたり、そういう交流人口の効果もあったり
します。
　けっトラ市で関連して言うと、先ほど磐田市長のコ
メントの中にもありましたが、JR の「さわやかウォー
キング」が一緒になると、やはり効果も絶大ですし、何
らかの形で他のイベントと一緒になったりすると、そ
の時には来場者数が著しく増えたりもしています。そ
れも絡めて、先ほどお城の話も出ましたが、それこそ
駅から歩いて5～6分ぐらいで掛川城に着きますので、
歩いてそういう文化施設にも駅からすぐに行けるとい
うことも踏まえて、けっトラ市とそういうものがうま
く連動できれば、そういう人の流れが増えてくれば、
また商店にも波及するのではないかと思っています。
　つま恋やエコパスタジアム、エコパアリーナや近隣
の市内および隣の袋井になりますが、近隣の施設で大
きなイベントがあったりすると、やはり人の流れの効
果がてきめんに出たりしています。コロナ前までは、
掛川駅前はある意味、夜の街と言われていまして、飲
食店の集積がすごくて、夜の人出がかなりすごかった
です。昼間は、正直言ってやっているかやっていない
か分からないと言われているような状態で、夜になる
と明かりがついて、人通りが全然違うと他の市の方か
らよく言われました。それもコロナで一回沈んでし
まって、今まただんだん盛り返しているような状態で
す。どのような形でもいいので、人の流れが増えて、
そういう波及効果が出ればいいなと私個人は思ってい
ます。
　正直に言うと、昔の商店街のにぎわいというのは、
個人的な感想もありますが、ものの買い方も変わって
いるし、いろいろな商売的なやり方も変わってなかな
か難しい面もありますので、時代に即したやり方など
をいろいろ考えながら進めていきたいと思っているの
が今の心境です。以上です。

○戸田：ありがとうございました。特に、観光ですね。
掛川に行くと私もすごく思います。またあと市長さん
からお話があるかもしれませんが、お城という非常に
大きな観光資源で、商業型軽トラ市だけではなくて観
光型軽トラ市という形もあっていいと思います。もち
ろん、それは広く商業ということなのですが、さまざ
まなタイプの軽トラ市を生む可能性があるのではない
かというふうにも、今お話を伺っていて思いました。
続いて、磐田軽トラ市の山下さんお願いします。



88 愛知大学三遠南信地域連携研究センター紀要 第 10 号

○山下：将来の展望ということで、皆さんからも言わ
れていますが、今、デジタル化に取り組んでいます。
ただいろいろな形があると思いますので、今はまだ模
索中ですが、先ほど発表した 3 点ほどがありました。
　あと１つ、軽トラから起業しやすい環境整備と支援
が必要ではないかと思っています。先ほどの意見の中
でも、やはり軽トラをお店に例えるということで、新
規開業でということでは運転資金などいろいろ非常に
かかると思いますが、まずは軽トラ市から波及して、
キッチンカー、それから地域の開店へということで、
軽トラ市を目指した最初の原点に戻りまして、活性化、
空き店舗対策につながっていくのではないかというと
ころを今後はしっかり真剣に考えなければいけないと
思っています。
　もう一点は、磐田ではこの軽トラ市を基に、先ほど
も市長が言っていました「ほこみち」、車道から歩道
へ形を変えた軽トラ市も実証実験をしています。この
先、磐田のこの軽トラ市、他の全国の軽トラ市の皆さ
んのものを模範にしながら、いろいろな形で継続して
いけば、また違った形の地域の特性が生かせるのでは
ないかと思います。
　最後に 1 つ、いまだに減らないわれわれ来場者なの
ですが、ということは、まだまだこの街には活気があ
ると思っています。それを運営者自身がまだしっか
り生かしきれていないのではないかと思っています。
チャンスが隠れているこのまちの良いところを見つけ
出して、スポーツのまち全国 1 位だけではなく、われ
われ商店主が先頭に立って商売しやすいまち、住みよ
いまち全国 1 位になるよう、会議所、市役所と一緒に
われわれ運営者もまい進していきたいと思っていま
す。以上です。

○戸田：ありがとうございました。「ほこみち」とい
うのは新しい制度で、磐田は道が広いですから、歩道
の空間も使っていくと随分また広がりが出ていくと感
じました。また、スタートアップの段階、店舗への起
業の段階と併せて、軽トラ市はより意味を持ってくる
のではないかという感じがしました。ありがとうござ
いました。それでは、浜松軽トラ市の河合さん、お願
いします。

○河合：今回、初めて浜松が全国軽トラ市に参加させ
ていただいたのですが、軽トラ市は非常に奥が深いと
感じています。愛知大学の方々の、ちょうど入り口の
ところにパネルもありましたけれども、一つは、可動

商店街という考え方はなるほどと思いました。それか
ら、先ほどの軽団連で話が出ましたように、皆さんの
持っている課題が結構似ていると感じました。ずっと
浜松でやってきたわけですけれども、やはり、他のと
ころで工夫しているところはどんどん情報交換しなが
ら、より良い軽トラ市というのを目指していかなけれ
ばいけないと思っています。
　それから、先ほども浜松で少し課題を挙げましたけ
れども、少しずつ若者向けや、それからやはり目先を
今の時代に合ったというか、そういったところは、運
営の部分もそうですし、それから、実際、当日のイベ
ント自体もそうだと思っています。いずれにしまして
も、今回のテーマであるまちづくりというと行政さん
とももっと連携したほうがいいとか、それから、商店
街の人たちがどうしてほしいかといったような情報も
吸い上げながら、また新しい軽トラ市を模索していき
たいと考えました。以上です。

○戸田：ありがとうございました。全国で軽トラ市を
やっている都市の中で、やはり政令市というのは珍し
いのではないかと思います。そういう意味で、多様な
方々がどう軽トラ市に参画していくかというところ
は、ご指摘がありましたが、非常に重要なポイントだ
と思います。若い人や地域連携があるというのも非常
に重要なことだと感じさせていただきました。続きま
して、自動車工業会からご発言いただきたいと思いま
す。今度は順番が逆ですが、武田委員、そして、鈴木
委員長でお願いします。

○武田：先ほど、少し想いや、軽トラ市を通して貢献
したいという夢の部分を申し上げました。皆で夢を見
ていきたいというのが一つです。ただ、プラスして、
今の地方の現実を見ると、先ほどもお話ししたとおり
本当に苦労している方々がたくさんいらっしゃって、
何とかまちを復活させたいという想いを持っている人
がたくさんいると思います。その人たちを現場から支
えていくということも使命なのではないかと非常に強
く思います。ビジョン、夢と現場からの盛り上げ、この
両面が大切だと思います。軽自動車業界を挙げて応援
をしてまいりたいですし、さらに、政治の領域の皆さま
方、それから、今日はマスコミの方もいらっしゃると思
いますが、ぜひ一緒に応援をいただきたいと思います。
　それから、軽トラ市の出店者様をサポートしたい
と思いまして、Nibako 事業というのを始めています。
Nibako 事業というのは、荷箱を貸すのですが、軽ト
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ラックの荷台に箱を積みまして、そのまま積んでいっ
て左右後方の 3 か所の扉を開くと、ガルウイングのよ
うにお店になる。何の準備も要らなくてお店にできま
す。加えて、Nibako サイトをつくりまして、出店場
所の紹介、ノウハウの展開、事業者間のネットワーク
づくりなどで、皆さんのお手伝いをしていきたいと
思っています。
　この Nibako を使って、先だってのジャパンモビリ
ティショーの軽トラ市では、リアルとバーチャルをつ
ないだ「リモート軽トラ市」というのをやりました。
これは将来に向けてのチャレンジということです。そ
こで遠隔地の生産者様とリモートでつないで、お客さ
んがリアルにその地域の特産物の買い物を楽しんでも
らうということをやりました。地域のつながり、広が
りが期待できると思いました。まさに軽トラ市は、少
し高邁（こうまい）に言うと、日本型の社会システム
の 1 つとして、うまく作用していくのではないかと思
います。一歩一歩、今の軽トラ市を応援させていただ
いて、デジタルとリアルを駆使して、新しくて、かつ、
ぬくもりのある、そのような日本型の津々浦々の文化
まで発展できたらというような夢を見ています。よろ
しくお願いします。ありがとうございました。

○戸田：ありがとうございました。広く軽トラ市を捉
えて、日本型の社会システムということでご発言をい
ただきました。続きまして、鈴木委員長お願いします。

○鈴木：先ほども少し話をさせていただきましたが、
やはり時代と共にどんどん周りが変わっていますか
ら、軽トラ市もデジタルをうまく使いながら発展させ
ていくことが必要だと思います。
　運営側で言うと、全国でこういうふうに皆さんが集
まって困り事や悩み事を相談するという機会はあって
もいいと思いますが、それ以外、全国軽トラ市は、デ
ジタルを使うと先ほども言いましたように、同じ日に
やっているところだったら、ネットでもつないで、い
ろいろなフェーストゥフェースの会話を楽しみながら
ショッピングができるという世界、そういうようなと
ころがあるのではないかと思います。リアルプラスデ
ジタルというようなところで、そういう活用方法をや
りながら発展させていくことが本当に必要なのではな
いかと思います。
　それこそ、今言ったものが全国軽トラ市だよねと、
お客さんから見るとそういうことだと思います。そう
いう運営ができるように、そして、やはりシャッター

街の復活、再生に向けて、軽トラ市を有効に活用して
いただくというのもあると考えています。
　メーカー視点で言うと、軽トラ市は軽自動車を使っ
ていただいています。トラックであろうと、バンであ
ろうと使っていただいています。そういうようなとこ
ろで、やはり使いやすい軽トラとは何か、軽バンとは
何かというところを、どんどん意見を入れていただけ
れば、本当に改良していくということにもなると思い
ます。営業拠点が全国にありますので、営業拠点のス
タッフを軽トラ市のスタッフとして活用していただく
というところもぜひ考えて欲しいと思います。悩み事
は相談していただければ対応するということで取り組
んでいきたいと思いますので、よろしくお願いします。
以上です。

○戸田：ありがとうございました。デジタルの活用は
いろいろあると思いますが、全国に応用していくとい
う見方も、これは重要なポイントだと思います。先ほ
ど武田さんからもありました、Nibako という、これ
は車の形が変わっていくということだと思いますが、
そういう点にも、まちになっていく車という、こうい
う発想だろうと思います。そういう意見も軽トラ市は
非常に最前線のところかと思います。あと、人材育成
のご指摘もありましたので、それは非常に現実的な話
だというふうにも感じました。
　それでは、最後に各市長さんからご発言をいただきた
いと思います。まず最初に新城市長さんお願いします。

○下江：新城市の観光の視点から、まずは話したいと
思います。新城市は長篠の戦いがあった場所というこ
とで、先ほど掛川市長さんからもご紹介いただきまし
たけれども、今年は大河ドラマ「どうする家康」の放
送があったことで、本当に多くの方がいらっしゃって
います。今も来ています。
　そして、この歴史資源を活用した観光ともう一つの
観光の柱として、スポーツツーリズムを位置付けてい
ます。自然豊かな環境を活用したアウトドアスポーツ
のイベントとしまして、例えばトレイルレースであっ
たり、それからサイクルレース、自転車競技、それか
ら川遊び、フィッシングを楽しむフィッシングツーリ
ズムというような、こうした活動を年々活発化してい
ます。これらの市内のさまざまな場所で行われている
イベントに、戸田先生が言われる可動商店街としての
お店の出店を、例えば出張ミニ軽トラ市のような形で
さらに増やしていくことが望ましいと考えています。
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　そして、軽トラ市の会場の真ん中に営業所を構えて
くださいますスズキ自販さんと連携をし、お力添えを
いただきまして、軽トラ市の開催による商業の振興に
とどまらず、観光振興の面における、例えば、新城市
の観光二次交通がまだ不十分という課題もありますの
で、そうした課題におきましても協力体制を築いたり、
例えば、カーシェアなども仕組みを検討したりしなが
ら、こうした取り組みを一歩前に進めることができれ
ば、軽トラ市への来訪者の満足度の向上や、また、新
たな価値の創出にもつながるのではないかと考えてい
ます。
　そして、先ほど森さんも言われましたが、新城市は
愛知県に 37 ある市の中で最も高齢化が進んでいる市
であります。そして、人口減少も最も早いスピードで
進んでいる市であります。しかし、外国籍の方の人口
は、過去 10 年ぐらいずっと増加傾向にありまして、
コロナ禍の 2 年間は若干減少傾向にありましたが、増
えています。ブラジル人の方が一番多くいらっしゃい
まして、ベトナムの方、フィリピンの方、中国の方と、
こういう順になっていますけれども、こうした外国籍
の方の市民とのお互いの理解を深めて、共生社会を築
いていくための交流の場に、この軽トラ市を位置付け
たいと私は考えています。また森さんにも相談して、
これまでも、例えばスリランカカレーを提供するお店
もありますが、さらにそういう多国籍の食文化をお互
いに知ることから理解を深めていくような場になって
いけば、外国籍の方がより安心して暮らせるまちづく
りにつながっていくと思います。軽トラ市の発展的な
進展と併せて、そういう形での取り組みも考えていき
たいと思っています。

○戸田：ありがとうございました。下江市長さんから
は、観光との連携で、これは交通を使ってという点で
言うと、先ほどのスズキ自販さんとの関係というのは
強いと思いました。あと、外国籍の方とそういう交流
の場に活用していくというご指摘をいただきました。
続いて、掛川の久保田市長さんお願いします。

○久保田：今日このシンポジウムに出ながら、けっト
ラ市というものと、それから、私どもが抱えるまちづ
くりの課題というものが、どういうふうにもっと深め
られるかということを、つらつらといろいろ考えてい
ました。これは自分自身に向けて言うようなところが
あるのですが、やはり、これから私ども行政が一生懸
命やっていかないといけないのは、空き家対策と空き

店舗対策だと思います。私が今年ショックを受けたこ
との一つは、掛川市内で昨年亡くなった人の数を調べ
てみたら、過去最高だったのです。皆さんのところも
調べてみてください。そういうところが少なくないは
ずです。多くの方が亡くなるフェーズに入っています。
そうすると、亡くなった人の数だけ相続があります。
お一人暮らしの方が亡くなれば大体空き家になります
から、相続の時に空き家は生じやすいです。空き店舗
はもう少し早い段階で生まれる可能性が高いです。
　今現状は、けっトラ市の出店者さんと、それから、
まちなかの商店街の方というのは、必ずしも一致して
いないことが多いです。うちの掛川の落合さんは商店
街の名店会の会長ではありますが、多くの出店者はま
ちなかとは関係ない人がやったりします。そういう中
で、やはり掛川市も駅前の商店街はそれこそ空き店舗
が多いですから、そことけっトラ市をもっとつないで
いくということができるといいと思っています。
　これは出店者に働きかけるだけでは駄目だと思いま
す。そうではなくて、やはり空き店舗の側に働きかけ
るというか、そちらのほうをやって、何か片付けをす
ることの補助やお手伝いをしたり、そういったことも
もっとやっていかないと、これから空き店舗の方、掛
川の場合はまだ所有者が存命の場合もありますが、そ
ういった方が亡くなり、これがまた相続されると、もっ
と状況が複雑になりますので、そうならないうちにそ
ういった対策も打てればと思います。けっトラ市とい
うのはまちなかに人を戻すだけではなくて、商店街そ
のものが持っている課題の解決にも役立つのかなとい
うことも思いましたので、引き続き頑張っていこうと
思います。ありがとうございます。

○戸田：ありがとうございました。これも非常に現実
的な課題だと思います。軽トラ市出店者と空き店舗の
組み合わせをどうとっていくかということで、ここには
行政の力は非常に大きいと思います。川南（宮崎県川
南町）では確か 7 店舗ぐらい、軽トラ市を契機にして新
店舗が入られたと聞きました。こういうメカニズムを
見ることもとても大事なことだと思いますし、空き家
側からこれを開いていけるような、今、市長さんがおっ
しゃった仕組みができればとても力強いと思います。
　中野市長さんに行く前に、磐田市長さんからメッセー
ジがありますので、これをご紹介したいと思います。
まちづくりの展望ということで、草地市長さんです。
　「磐田の軽トラ市の展望についてということで、現
在訪れていただいているお客さま以外の新たな客層の
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取り込みや開催にかかる負担の軽減、今後も長く続け
ていくための方策を考えています。」ということです。
　1 つには、これまでも議論に出ました、「令和 4 年
度よりの公式軽トラ市 LINE を立ち上げて、事前に出
店者情報やイベント情報を発信することでユーザーの
利用性の向上につなげました。」。
　それから、2 つ目が、「磐田市の全国軽トラ市へ新
城市が参加、掛川の全国軽トラ市に磐田市が参加する
など、軽トラ市同士だけではなくて、軽トラ市開催自
治体同士の連携というのはある。」というふうにご発
言があります。
　それから、12 月 10 日の軽トラ市で、磐田のイメージ
キャラクターしっぺいの感謝祭を開催されるというこ
とです。磐田の軽トラ市への LINE の導入に当たって
は、これも先ほどお話がありました、「スズキ株式会
社からのご協力をいただき、今後もデジタル化を進め
ることでサービスの向上につなげていきたい。」とい
うことと、「軽トラ市の開催は多様な市外の人材が本
市の地域づくりに参画するということで、関係人口の
増加につながることから、本市への移住・定住のきっ
かけになると期待している。」というようなご発言を
いただいています。
　それでは最後になりますが、中野浜松市長さんお願
いします。

○中野：われわれ浜松市は政令指定都市ではあります
が、ご多分に漏れず人口減少が続いています。この流
れを変えるためには、浜松からの地方創生、つまり、
しごとの創生、ひとの創生、そしてまちの創生、これ
をしっかり取り組んでいかなければいけないと思って
いるところです。その中で、特に浜松の顔でもありま
すまちなかの創生、これはやはり、ここ浜松が人の集
うまち、そうしていくためにも進めなければいけない
非常に重要な課題だと思っているところです。
　そうした中にありまして、浜松における軽トラ市と
いいますのは、浜松の主要産業であります輸送用機器、
2 次産業ですよね。そして、多彩な農産品という 1 次
産業、それに、商業、観光、さらには食、そういった 3
次産業というふうに、この浜松の 1 次、2 次、3 次産
業の強いところばかりを組み合わせるような、浜松に
おける究極の 6 次産業というような、そういったよう
なイベントだと思っています。まちのにぎわいを取り
戻す、まちの魅力を高めるという点でも、非常にイン
パクトの大きいイベントだと思っています。ですので、
これからも浜松の軽トラ市を中心として、このまちの

創生に取り組んでいきたいと思っているところです。
　ただ、浜松におきましては軽トラ市は年に 1 回、こ
の時期の恒例イベントということですので、これは一
過性に終わったり、単発で終わるのでは全く意味がな
いわけです。この浜松の軽トラ市で生まれた流れをま
ちの活性化に引き込んでいくという、そういう仕掛け
を商店会の皆さまをはじめとするまちなかの関係者の
皆さんとしっかり連携をしながら考えていかなければ
いけないと思っているところです。

○戸田：ありがとうございました。最後におっしゃった、
まちづくりの仕組みとこの軽トラ市をどうつないでい
くかというところが眼目だというふうに伺いました。
　それでは、皆さんにご発言をいただきましたので、
最後に軽トラ市の運営者の方々から、一言ずつお願い
をしたいと思います。森さんから、落合さん、山下さん、
そして、河合さんということでお願いします。

○森：私からは一言、地元の開催していただいた浜松
商工会議所のスタッフの方、法被を着た方、皆さん睡
眠不足で、今日は倒れずに頑張っていたので、お招き
いただき、本当にありがとうございました。今日明日
と一生懸命頑張って、素晴らしい全国大会にしていき
たいと思います。本当にありがとうございます。（拍手）

○戸田：ありがとうございました。では落合さんお願
いします。

○落合：森さんがおっしゃったことが全てですので、
以下同文とさせていただきます。（拍手）

○戸田：ありがとうございました。では山下さんお願
いします。

○山下：今後、自動車が空を飛ぶかもしれません。自
動になるかもしれません。そういった、いろいろ時代
の変化に対応した運営を続けていきたいと思います。
このネットワークを基に、いろいろさまざまな連携を
取っていきたいと思います。本日は楽しませていただ
きまして、ありがとうございます。（拍手）

○戸田：ありがとうございました。では河合さんお願
いします。

○河合：先ほど申しましたけれども、この前の会議で
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いろいろ良い話があり、すごく良かったと思ったら、
この後の交流会、それから 2 次会だともっと良い話が
聞けるということで、今日は楽しみにしていますので
よろしくお願いします。（拍手）

４．シンポジウムアピール（宣言）
○戸田：今日は長時間ありがとうございました。
　最後のアピールということであります。
　本日は 3 つの議論をしていただきました。まず、三
遠南信地域の軽トラ市という比較的近隣の軽トラ市
で、日頃行き来のある軽トラ市の皆さんに活動をご紹
介いただいて、そして、「まちづくりから軽トラ市を
捉える」ということで、今やっているまちづくりから
軽トラ市を捉える、最後に、「軽トラ市によるまちづ
くりの展望」ということでお話をいただきました。
　最初は本日の宣言を「軽トラ市を全国まちづくりの
スタンダードに」と書きましたが、本日の議論から「新
しいまちづくり」とやはり言うべきだと思いました。
可動していくということは、これまでの固定の都市で
はできないことです。そして、全部がバーチャルの都
市になってしまうと実空間がなくなってしまいますか
ら、この可動がリアルとバーチャルをつないでいくと
いうことだと思います。そういう意味で、新しいまち
づくりの展望として「軽トラ市を新しいまちづくりの
全国スタンダードに」を宣言とし、これが全国のスタ
ンダードになっていけば素晴らしいと思います。
　また、先ほどお話があったとおり、この後の交流会
でいろいろなお話がもっと出ると思いますので、それ
にも期待をしたいと思います。パネリストの皆さん、
長時間どうもありがとうございました。また、後ろで
1 分前だとか、時間ですとか、かなり細かく時間管理
をやらせていただき、大変失礼しました。どうも長時
間ありがとうございました。（拍手）

○司会：戸田先生とパネリストの皆さま、ありがとう
ございました。軽トラ市をきっかけに、地域のまちづ
くりと連動して盛り上げていただけるよう、今後も期
待しています。
　以上をもちまして、第 8 回全国軽トラ市 in はままつ、
全国軽トラ市サミットシンポジウムを閉会します。

図表 32　シンポジウムアピール（宣言）




